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昨年、東京オリンピックが開催されて、多くの困難がある中でもひたむきに競技と向き合い、
実際の観戦はかなわなくても多くの感動と勇気をいただきました。
それから半年後、今度は北京で「冬季オリンピック」が開催されています。
競技によっては１分もしないうちに終わってしまい、メダルを獲得したと

か入賞したとか残念ながら及びませんでしたなど、即時に報道されます。ど
の選手も、国の代表として厳しい国内予選を勝ち抜き、この舞台に立ってい
ることは間違いない事実です。その裏に隠された、文字通り「血の滲むよう
な努力」は本人と関係者しか知りません。
かのイチロー選手は「１つのプレーの陰には何千回ものエラーがあるわけ

で、はじめから素晴らしいプレーなどできることはない。しかし、一流選手はその努力を人に見
せないから、はじめからできているように見えてしまう」と言っていました。どんなに素質（セ
ンス）や能力があっても、それを発揮するためには相当な努力が必須だということでしょう。

令和３年度も残すところ１か月となりました。苦手なところは
できるように、できるところはもっとできるように、努力するこ
との大切さやできたときの達成感を味わうことができるよう、支
援してまいります。中でも、短期的な結果にとらわれず、粘り強
く取り組む態度に対して励まし、課題達成のために「伴走者」と
して寄り添っていきたいと思っています。結果もさることながら、
やりきった自信を深めてほしいです。

中学３年生が万全の体制で受験を迎えていただく

ため、また中学校の卒業式が挙行できるようにする

ため、以下のようにいたします。

１ ＰＴＡ関係行事について

まん延防止等重点措置が実施されておりますため、ＰＴＡ
会長と協議した結果、年度内の行事は中止にすることといた
しました。

２ 授業参観・懇談会について

同様の理由で、鴫原校長先生と協議した結果、中止にする
ことといたしました。

３ 個人登校について

まん延防止等重点措置実施期間中は「個人登校」といたします。また解除後も路面状況
が悪い日や降雪の日は個人登校といたします。
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